
架空送電線における送電線の短絡・地絡事故等の電気故障箇

所を特定する故障区間標定（FL）システムは，設備故障の早

期復旧と保守の迅速化，省力化のために不可欠な機能となって

います。事故現場のデータを伝送するための伝送路として

O P G Wの光ファイバを利用したシステムもありますが，

OPGWが布設されていない線路では携帯電話や業務無線など

の無線伝送路を使用してシステムを構成しています。

OPGWを使用したシステムでは各鉄塔からの事故データは

リアルタイムで中央装置に伝達していきますが，携帯電話や無

線を使用したシステムでは伝送路の伝送遅延時間によって各鉄

塔のセンサデータの時刻同期精度が下がることに伴う標定率の

低下や，多重雷のように短時間に電気事故が継続して数回誘発

されるような事故の特定が不可能であるという問題がありまし

た。

これらの問題を解決するためにGPS衛星の時刻同期信号を

利用してFLデータに正確な時刻情報を付加することにより，

携帯電話や無線などの伝送遅延時間が一定でない伝送路を使っ

てもOPGWを利用した場合と同等の標定精度を持ち，多重事

故等にも対応が可能なFLシステムを開発し，実用化しました。

1. GPS利用FLシステムの基本構成

GPS利用FLシステムの基本構成を図1に示します。本シス

テムは架空送電線のOPGWに誘起される事故電流値を計測収

集し，中央装置にデータ伝送するためのFL伝送装置（無線子

局）と，各無線子局より得られた事故情報を解析し，事故区間

を標定し標定結果を表示するための中央表示/標定装置（親局）

で構成されます。無線子局を送電線鉄塔に設置し，親局を工務

所などの事務所に設置します。図中の無線電話装置の部分には

携帯電話や業務無線装置等の無線通信装置を適用します。

2. GPS利用FLシステムの機能

GPS利用FLシステムの仕様を表1に示します。

本システムで採用している標定方式はOPGW伝送路を使用

したFLシステムと同様にFLセンサからのすべての波形データ

図1 GPS利用故障区間標定システムの基本構成
Fundamental block diagram of GPS fault location system

表1 GPS利用故障区間標定システムの標準仕様
Specification of GPS fault location system
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を中央装置に集約してクラスタ分類されたニューラルネットワ

ーク（NN）により標定する集中判定方式としています。

無線子局では事故発生時の架空地線電流を内部の波形メモリ

に格納し，その波形データにGPSの時刻同期信号から得られ

た時刻情報を付加し，携帯電話や業務無線などの伝送路で逐次

親局へ伝送します。

GPSによる時刻データを各電流センサ情報に付加している

ので，親局-子局間の伝送路として携帯電話，PHS，業務無線，

衛星電話等様々な伝送路形態に対応させることができます。

3. 多重化装置 INFONET 1800シリーズ

無線子局に設置される多重化装置 INFONET 1800シリーズ

は事故データの処理，通信制御等の中心的な機能を受け持ちま

す。INFONET 1800の外観を写真1に示します。電源ユニット，

MUX-CPUユニット，GPS信号受信ユニットより構成され，主

な機能は下記の5点に集約できます。

（1）データ通信制御

FLセンサで計測される電流データを常時監視し，データの

時間に対する変動幅が設定されたしきい値を超えるとその情報

を中央装置に通報する機能を有します。

（2）時刻情報の管理

GPS衛星からの時刻同期信号を常時受信し，事故発生時に

は事故情報に時刻情報を付加し，中央装置に通報します。

GPS時刻同期信号は 1 µsecの時刻精度を有しており，多重

雷による連続して発生する事故の標定も可能です。

（3）電源制御

鉄塔に設置される機器は太陽電池電源を使用するため，低消

費電力が要求されます。INFONET 1800では各機器の消費電力

の抑制を目的とした電源制御を行います。本機能により太陽電

池による安定運用が可能となりました。

（4）定時通報機能

定時時刻にFLセンサ信号伝送異常等のアラーム情報を親局

に通報する機能を有します。これによりシステムの自己診断機

能を実現しています。

（5）電流情報取得機能

任意の時刻に架空地線の電流センサの電流をモニタし，シス

テムの稼動状況を確認することができます。

4. システム運用例

無線子局の設置例を写真2に示します。本装置はデータ伝送

路として携帯電話を使用しています。

図2には中央装置でのFL標定結果の表示画面の一例を示し

ます。中央装置のPCは専用の表示/標定ソフトにより故障区

間を標定し，事故発生時には発生時刻と標定区間が自動的に

CRTに表示されます。事故発生時刻は1 msec単位まで表示さ

れますので，多重雷による事故の識別/標定も可能です。
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写真1 多重化装置 INFONET 1800外観
Appearance of MUX equipment INFONET 1800
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図2 故障区間標定画面例
Locating result of line fault displayed by central
equipment

1/1000秒単位で時刻が表示され，リレー情報との
照合や多重雷による事故の区別，標定が可能

写真2 FL伝送局舎
Transmitter of fault location system


